
２００８年９月２２日

亀田貴雄

極地雪氷分科会．2007年度会計報告

1．収入の部90,099円

内訳雪氷学会に預けた基金の繰り入れ
受取利子

９０，０００円

９９円

2．支出の部121,155円
内訳研究助成費

特別講演会講師のアレクセイ・エカイキン氏への謝礼95,000円
振り込み手数料（２回分）ｕ５５円

ホームページ作成経費 ２５，０００円

3．残高34,336円

（雪氷学会に預けた基金20,000円を含めると実質の残高は54,336円）

／



極地雪氷分科会
2007年度収支計算書

(2007/04/01～2008/03/31）

(収入の部）

2007年度予算
（Ａ）

2007年度決算
（Ｂ）

差額
(Ａ)－(B）

科信

1.基本財産運用収入

基本金利息
井上基金利息
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研修･見学会収入の内訳講演･談話会収入の内訳
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補助金等
参加費

補助金等
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参加費
2.会費収入

正会員費会費
正会員費
学生会員費
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3.事業収入
全国大会収入
研修会収入
研修･見学会収入
講演･談話会収入
広告収入
機関紙
名簿

出版収入
機関紙別刷収入
投稿料
出版物販売費
名簿販売費
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データシート作成料
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5.内部移管勘定

交付金支部収入
事業収支差額(収入）
広告支部受け取り金
（）支部･分科会
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敷金差額
基金からの繰入れ 菱ｉＥ菫菫 合計7.雑収入
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調査活動寄付金
受取利息
雑収入
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科目 2007年度予算
(Ａ）

2007年度決算
(B）

差額
(Ａ)－(B）
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2.会賛収入
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正会員
学生会
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全国大会収入
研修会収入

研修･見学会収入
講演･談話会収入
広告収入
機関紙
名簿

出版収入
機関紙別刷収入
投稿料

名簿販売費
複写･版権料
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4。 助成金
出版助成金
公,開シンポジウム

5．内部移管勘定

交付金支部収入
事業収支差額(収入）
広告支部受け取り金
（）支部曇分科会

6.資産勘定力
敷金差
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額

基金からの繰入れ Ｕ
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収入合計ｂ 65,004 ＩＯＯｏ４Ｕｌ -90,487



■

極地雪氷分科会
2007年度収支計算書

(2007/04/01～2008/03/31）

(支出の部）

科目 2007年度予算
（A）

2007年度決算
（B）

増減
(A)－(B）

1.事業支出

全国大会支出
研,修会等支出
研修･見学会支出
講演･談話会支出
調査活動支出
出版支出
雪氷印刷費
ＢＧR印刷費
支部等機関紙印刷費
機関紙燭斗

別刷作成費
名簿作成費
その他出版物

賛助配布予稿集
学会ホームページ
褒賞費
学会賞賛
支部賞費
研究助成費
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講演･談話会支出の内訳
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人件費
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支払手数料
その他
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2.管理費

事務費
給与等人･件費

通勤費
家賃霞共益喪
旅費･交通費
水道･光熱費
通信費
什器･備品費
文具･消耗品費
リース料
印刷費
諸会費･謝金
委員会費
編集委員会費
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総務委員会費
財務委員会費
会議費
総会費
理事会費
監事会費
その他会議費
役員選挙費
支払い手数料
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3.内部移管勘定
交付金本部支出
北海道支部

東北支部
北信越支部
関東以西支部

事業収支差額(支出）
全国大会収支差額
研修会等収支差額
広告支部受取金
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科目 2007年度
（A）
予算 2007年度決算

（B）
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(A)－(B）
Ｌ事業支出

全国大会支出
研鬮修会等支出

研修･見学会支出
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3.内部移管勘定
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関東以西支部

事業収支差額(支出）
全国大会収支差額
研修会等収支差額
広告支部受取金
（）支部･分科会

4． 資産勘定への繰入
墓余への繰り入れ
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次期繰越収支差額ｂ－ｃ 1３，００４ 34,33 -21,33
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貯金残高証明書

(社）｜ﾖ木雪水学会極地雪氷分科会

代表高儒，修平 様

ご請求のありました、

平成２０年３月

(社）日本雪氷学会極地雪氷分科会様宅 義の貯金の

３１日現在における貯金の残高は、下記のとおりであることを

証明いたします。

蔚騨…！
I

北見大町郵便局長

１１附印

(2０４８１2０．４８

記

残 嵩
貯鎧頓種類

ｌＯ

ｒ

記号番号 備考
■■■ユ

又は元奪 １

通常 1９９１０－１０４８２９６１ Y3４，３３６

二二二二一
￣

￣

￣

一一
注１この証明書の金額は訂正いたしません。

注２備考;燗に「※」が記載されている貯金は、狐、!広行政法人郵便貯金・簡易生命保

険管理ｲ幾構の債務であり、ゆうちよ銀行は、｜制機構からの委託によりこの証明書

を発行しています。
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２００８年４月１１日

亀田貴雄

2007年度極地雪氷分科会決算書の支出に関する補足説明書

2007年度の支出合計121,155円

内訳

１）研究助成費96,155円

支払い先：アレクセイ・エカイキン氏９５，０００円
（特別講演会への出席のための交通費75,750円，宿泊費12,900円，講師謝礼ａ350円）

上記支払いのための振り込み手数料1,680円＊
鈴木利孝氏からエカイキン氏への振り込み時に６３０円

亀田貴雄から鈴木氏への振り込み時に６３０円と４２０円（間違って２回に分けて振り込んだ）

蟻ただし，２００７年度には1,155円，２００８年度に５２５円の支出とする。

「2007年度には1,155円，2008年度に５２５円の支出とする」理由。

ニカイキン氏への振り込みにかかった手数料は実際は1,680円かかったが，亀田はそれを
1,155円と勘違いしたために’2007年度末の残高と実際の残高に差が生じてしまった。この

事に関して，本山分科会長らと相談の結果,2007年度に支払う振り込み手数料を1,155円と
して，残りの５２５円は２００８年度決算とすることにした。

2）ホームページ更新経費25,000円

以上，

２－



社団法人日本雪氷学会極地雪氷分科会

財産目録
2008年３月31日現在

1.箕産の部

1.流勘箕産

現金預金

現金 ロ

預貯金

郵便局 34.336

銀行支店

二｜■■▽

振替口座

１０１拳i弓＊＊＊－＊－＊＊＊＊＊

未収金

未収会撒

その他未収金 `Ｉ

棚卸安産 Ｕ

五画査定合Hｆ 34.336

2.固定箕産

固定挺産

固定溢塵合齢 Ｕ

遊産合計 34.336

2.負撹の部

L流動負便

預り金

源泉徴収税他 ロ

未払金

Ｉ
］
・

（■■▼
Ｐ
Ｌ

譲鶉’
bｌ

34,336

社団法人日本曹氷学会極地雪氷分科会

…噸瀞佐藤和轤

/
０

1.箕産の部

1.流勘安産

現金預金

現金

預貯金

郵便局

銀行支店

振替口座

拳i弓＊＊＊－＊－＊＊串＊＊

未収金

未収会鍵

その他未収金

棚卸宜産

ｆ
Ⅲ

Ⅲ
ｆ

Ⅲ

３３
十

４３

流動資産合llf 34.336

2.固定支産

固定安産

固定変崖合齢 ０

覧産合計 34.336

2.負撹の部

1.流勵負債

預り金

源泉徴収税他

未払金

Ｃ
Ｕ

負憤合計 ０

正味財産 34,336
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極地雪氷分科会監査報告書

社団法人日本雪氷学会

極地雪氷分科会長木山秀明殿

2008年４月１４日

社団法人日本雪氷学会

'極地雪氷分科会監事

ﾘﾉ左榊橇
2007年４月１日から2008年３月３１日までの2006年度における極地雪氷分科会会計及び業

務の監査を、次のとおり報告する。

1.監査の方法

(1)会計監査について、会計業務の実態について確認した。

(2)業務監査について、業務執行の妥当性を検討した。

2.藍査意見

(1)会計監査

2008年４月１４日に会計監査を実施し、適正に処理されていることを確認した。

(2)事業監査

極地雪氷分科会の活動は、主に雪氷学会全国大会時に開催された分科会総会で報告された。
分科会の趣旨に沿って、適切に活動が行われていると判1折する。

ワ


